
下関洋上風力発電事業

2019年 9月 13日



事業区域の位置

平成21年（2009年） 下関の漁業、企業関係者が中心となり事業開発を開始

事 業 者 下関洋上風力発電合同会社（前田建設を主体とする特別目的会社）

場 所 山口県下関市安岡沖（一般海域）

発 電 規 模 着床式洋上風力発電 最大60 MW

事 業 期 間 20年間（終了後撤去）

環境影響評価 2013年より手続き開始、2017年準備書にかかる大臣・知事意見

風車のイメージ
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事業計画 （案）

洋上風力発電の導入状況及び計画
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○：風車

許諾番号：Z18LD第1908号

風車配置（案）
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600m 1000m

来留見ノ瀬

● 風車出力 4 MW級/基
● 風車基数 15 基

● 風車出力 5 MW級/基
● 風車基数 12 基

変更後変更前

1500m

1840m

許諾番号：Z18LD第1908号

安岡

180m

4MW級

152.6m

① 5.8° ② 5.6°

1840m

1500m

5MW級

垂直見込角
②①

● 藻場（来留見ノ瀬周辺）から さらに離します

● 陸地からの距離を遠くします

● 景観に配慮した規則性のある配置にします

● 陸地からの垂直見込角を小さくします

安岡本町3丁目
（最近接民家）

変更前 変更後
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風車配置変更のポイント



騒音、低周波音 環境省の指針

環境省水・大気環境局長

「風力発電施設から発生する騒音に関する指針について」

風力発電施設から発生する20Hz以下の超低周波音に

ついては 人間の知覚閾値を下回り、他の騒音源と

比べても低周波数領域の卓越は見られない。

風力発電施設から発生する超低周波音・低周波音と

健康影響との明らかな関連を示す知見は確認できない。

5

都道府県知事、市長・特別区長 殿
2017年5月26日

（一部抜粋）

風車から届く
最大音40dB
（安岡本町3丁目）

音について（デシベル：dB）
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デシベル（㏈）とは音の強さを表す単位です。
例えば 重さ：キログラム（㎏）、長さ：メートル（m）と同じです。

音の足し算は単純な足し算とは異なり、対数による計算です。
例えば 40デシベル＋40デシベル＝43デシベル

40デシベル＋50 デシベル＝50デシベル



音について（ヘルツ：Hz）

出典：2014年12月19日 消費者庁 消費者安全調査委員会
消費者安全法第23条1項に基づく事故等原因調査報告 7

ヘルツ（Hz）とは 振動数を表す単位です。

周波数と音の高さの関係図

出典：環境省 水・大気環境局大気生活環境室
「よくわかる低周波音」

騒音、低周波音 連続計測の概要

● 計測場所
安岡本町3丁目（前田建設安岡寮）

● 計測期間
2015年10月～2019年3月
（3年6ヵ月）

● データ数（10分平均）

約170,000

計測位置
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許諾番号：Z18LD第1908号

○：風車（変更後）

：風車（変更前）

現状（風車の建っていない状態）



騒音 測定結果（安岡本町3丁目）
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※1 風車から届く最大の音圧
※2 風車が最大で回転し始める風速
※3 変更前風車配置（15基案、6月23日説明会での説明資料）では42㏈
※4 計測場所での風速が約7m/sのとき、洋上での風速は11～12m/s程度

昼間の生活音は、40dB※1以上が 9割以上ありました。
特に、風速7m/s ※2以上の風が吹くときは 全て40dBより高くなっています。

現状（風車の建っていない状態） 昼間（6：00～22：00）

※3

※4

現状
測定データ
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現状（風車の建っていない状態） 夜間（22：00～6：00）

夜間の生活音は、40dB※1以上が 6割程度ありました。
特に、風速7m/s ※2以上の風が吹くときは 全て40dBより高くなっています。

※1 風車から届く最大の音圧
※2 風車が最大で回転し始める風速
※3 変更前風車配置（15基案、6月23日説明会での説明資料）では42㏈
※4 計測場所での風速が約7m/sのとき、洋上での風速は11～12m/s程度

騒音 測定結果（安岡本町3丁目）

※3

※4

現状
測定データ



11

低周波音 測定結果（安岡本町3丁目）

現状（風車の建っていない状態） 昼間（6：00～22：00）

※1 風車から届く最大の低周波音圧
※2 変更前風車配置（15基案、6月23日説明会での説明資料）では72㏈

昼間の低周波音は、70dB※1以上が 4割程度ありました。

※2

現状
測定データ

12

低周波音 測定結果（安岡本町3丁目）

現状（風車の建っていない状態） 夜間（22：00～6：00）

夜間の低周波音は、70dB※1以上が 4割程度ありました。

※2

※1 風車から届く最大の低周波音圧
※2 変更前風車配置（15基案、6月23日説明会での説明資料）では72㏈

現状
測定データ
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低周波音 風車配置変更に伴う改善（安岡本町3丁目）

風車配置変更により、
風車からの低周波音（予測）が
約2dB低くなりました。

変更後

変更前
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※現状
計測期間2015年10月1日～2019年3月31日における
風速7m/s以上の低周波音10分平均計測データ
（データ数12,187）

低周波音 測定結果と予測の比較（安岡本町3丁目）

現状（風車の建っていない状態）と 風車建設後の予測値は変わりません。

現 状
（風車の建っていない状態）

風 車 建 設 後 の 予 測
（現状＋風車 の合成）

現状の低周波音と風車12基からの予測低周波音の合成値



出典：「低周波音による健康影響に関する量反応関係の導出」佐藤 奨、松井 利仁 著をもとにグラフを作成
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低周波音 圧迫感・振動感について（安岡本町3丁目）

現状（風車の建っていない状態）

圧迫感・振動感を感じる
反応率3％の線を超えています。

周波数32～63Hzの範囲で、

圧迫感・振動感を感じる
反応率1％の線を超えています。

さらに、周波数40Hzでは

※現状 計測期間2015年10月1日～2019年3月31日における全計測データ（10分平均）173,884、風速7m/s以上の低周波音10分平均計測データ12,187

海底の状況 来留見ノ瀬に最も近いNo.4
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海底の状況 来留見ノ瀬に最も近いNo.4
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事業の波及効果（地域への貢献）
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本事業により、漁業者の皆さま、市民の皆さま、地元企業、自治体に
メリットが生まれます。

土地収入

自治体

洋上風車の漁礁効果に
よる漁場再生

漁業者の皆さま1 2

3

地元市民の皆さま・地元企業

工事・物流・保守点検など
発電事業に関連する業務

市民ファンド・
地域経済活性化基金
（発電事業利益の地域還元）

4
新たな税収（固定資産税等）

（事業期間中で数十億円規模）

洋上風力発電事業

5 地権者様



ご清聴ありがとうございました。


